
参画ケイカン　まちづくりトークセッション vol.２

「まちづくりにおける参画のカンケイ」
新屋表町通りにおける「参画」の「関係」について語り合う。

今回の「参画ケイカン」に参画している
「新屋参画屋」「新ココラボ屋」「ハイブリッド」
の代表者3名により、アート・デザイン・大学とまちづくりとの関係性や
新屋表町通りの将来展望について話をしてもらいます。

日時：2010年2月20日（土）　18:00～19:30（予定）
場所：秋田市新屋表町14-25　愛宕町地蔵堂集会所
入場無料
パネリスト
石田敬太郎（新屋参画屋理事　 デザイナー　秋田公立美術工芸短期大学卒業）

　 美短卒業後、グラフィックアートや色あそびワークショップの活動を始める。
　 町づくりの場にデザイン事務所を置き、新屋の町づくりへ密接に関わる。

後藤仁（ココラボラトリー　デザイナー　 秋田公立美術工芸短期大学卒業）
　 今年で５年をむかえるココラボの立ち上げメンバーの一人。
　 自身も作家として、各地商店街等で展示をするなど精力的に活動。

芝山昌也（秋田公立美術工芸短期大学准教授）
　ハイブリッド代表
　 現代美術から地域アートプロジェクトまで幅広く活動。
　 越後妻有アートトリエンナーレでは大規模なアートプロジェクトを実施。

コーディネーター
岸上恭史（秋田公立美術工芸短期大学附属高等学院教諭）
　 美術系ワークショップや制作活動を行うグループ「ずっく」に所属。

主催　新屋参画屋／秋田市


